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（別紙様式１）

事業実績報告書（ ２７ 年度）

団体名 ラグ魂熊谷

１ 助成金名 「スタート助成金」 ○「チャレンジ助成金」

２ 事業名称 ラグビータウンをもっと盛り上げよう

３ 交付決定助成金額 ３００，０００ 円

４ 助成事業に要した経費の額 ４２６，８２３ 円

５ 助成金要望額 ３００，０００ 円

６ 助成

事業の

成果

⑴ 助成事業の

目的達成度

「ラグビータウン熊谷」からラグビーを盛り上げるという主旨

から以下のイベントを開催しました。

①「ラグママ・ラグビー教室」でのラグビー体験型アトラクシ

ョン

②ラグビータウン熊谷ワークショップ

これらの事業により、ラグビーに接点のなかった市民にラグビ

ーの素晴らしさと魅力を発信でき目的は達成していると思わ

れます。

⑵ 助成事業の

成果の現われ

度

①子供から高齢者まで幅広い年齢の 154人に体験していただ
いた。

②釜石市ラグビーフットボール協会の皆様をお迎えして、45
人の参加でした。

⑶ 助成事業の

成果の具体的

内容

・ラグビー体験アトラクションでは、パパさんママさんが子供

たちと一緒にラグビーの素晴らしさを体験してもらい多く

の関係者にも認知してもらいました。

・ラグビータウンワークショップでは、釜石市ラグビー関係者

及び各団体との現状の把握と今後の課題である具体的な意

見交換が出来ました。

７ 成果の自己評価

ラグビータウンワークショップでは、釜石市民のラグビーに

対する関心の高さを感じ、地域に根付いている点は、同じラグ

ビータウンとして見習うべきものが多いと感じています。今後

も各ラグビー関係者との交流を深めて、ラグビータウン熊谷を

もっともっと盛り上げるために、ラグビーの魅力を発信してい

きたいです。

また、ラグビー体験アトラクションというラグ魂熊谷独自の

イベントスタイルでを完成することができました。
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（別紙様式１）

事業実績報告書（平成２７年度）

団体名 ノルディックウォーク熊谷

１ 助成金名 「スタート助成金」 「チャレンジ助成金」

２ 事業名称
熊谷市誕生１０周年記念「ノルディックウォーク大会 ｉｎ

ＫＵＭＡＧＡＹＡ」

３ 交付決定助成金額 ３００，０００円

４ 助成事業に要した経費の額 ７６４，５７１円

５ 助成金要望額 ２８９，０００円

６ 助成

事業の

成果

⑴ 助成事業の

目的達成度

ノルディックウォークを広く市民に広めるため、熊谷市誕生

１０周年記念事業として、第１回のノルディックウォーク大

会を産業祭と併せて開催することで、熊谷市の魅力も発信す

ることを目的としていたが、市内からの参加はもとより、市

外県外からも４２名の参加があり、ノルディックウォークや

産業祭を通じて、熊谷市の魅力を広く伝えられた。

⑵ 助成事業の

成果の現われ

度

１.熊谷市誕生１０周年記念「ノルディックウォーク大会

ｉｎ ＫＵＭＡＧＡＹＡ」を参加人数２００名規模で開催

することを成果目標としていたが、１２７名の参加があった

（達成率６３．５％）。

２.指導員の養成（新規４名）を成果目標としていたが、資

格取得者４名であった（達成率１００％）。

⑶ 助成事業の

成果の具体的

内容

１０㎞・７㎞・体験（３㎞）とコース設定したことで、ベテ

ランから初心者まで、満足を得られた大会になった。

また、コース中に２０１９ラグビーワールドカップが行われ

るラグビー場や熊谷の厄除大師で知られる常光院を紹介で

き、同時開催の熊谷市産業祭へ足を運んだ方も多く、ノルデ

ィックウォークと熊谷市を１日存分に楽しんでいただいた。

７ 成果の自己評価

大会実施にあたり、事故もなく全員が完歩し、ノルディック

ウォークと熊谷市の魅力を伝えられたことは、概ね目標を達

成できた。実行委員として協力いただいたノルディックウォ

ーク熊谷会員の団結力も強まり、健康増進の意欲を高めるこ

とができた。また、会員数が１８名から５０名へ増加し、ノ

ルディックウォークが着実に市民に広まっている。
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（別紙様式１）

事業実績報告書（２７年度）

団体名 熱いぞラグビーin 熊谷うちわ祭実行委員会

１ 助成金名 「スタート助成金」 「チャレンジ助成金」

２ 事業名称 熱いぞラグビーin 熊谷うちわ祭

３ 交付決定助成金額 ３００，０００ 円

４ 助成事業に要した経費の額 ５７３，７８０ 円

５ 助成金要望額 ３００，０００ 円

６ 助成

事業の

成果

⑴ 助成事業の

目的達成度

ラグビーワールドカップ２０１９開催につき、ラグ

ビーをラグビータウン熊谷から全国に知っていただ

くためのパフォーマンスと宣伝活動を、多くの方が

訪れるうちわ祭で行う事を目的としていたが、元日

本代表選手をお招きし、また熊谷ラグビー場の試合

スケジュールチラシを作成、配布することで、地元

ラグビー選手やラグビーファンの方々、またラグビ

ーをご存じでない方々にも「ラグビー」を紹介、Ｐ

Ｒすることができた。

⑵ 助成事業の

成果の現われ

度

目標に掲げていたラグビーワールドカップ２０１９

開催時に、熊谷をファンで埋め尽くせる様な宣伝活

動を行うことができた。平日のお祭りで、日中の暑

さもあり、人出が少ないのではないかと心配してい

たが、抽選会等予想を上回る来場者（３００人）が

あった。

⑶ 助成事業の

成果の具体的

内容

今回初めて参加いただいた児童、学生のラグビー選

手は、元日本代表選手と直にふれあうことができ、

さらに上を目指す気持ちを持ってもらい、ラグビー

の活性化にも繋げることができた。

また、抽選会やパフォーマンスを通して、まだまだ

認識が低いと感じられるラグビーワールドカップ開
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催について、広く市民にＰＲすることができた。ク

リーンアップ作戦も併せて行ったことで、開催地熊

谷のイメージアップにも繋がった。

７ 成果の自己評価

事業を始めて３年目、初めて外部からゲストをお招

きすることでき、例年以上にＰＲ効果が高かった。

また、ラグビーワールドカップ開催地として決定し

た後だったので、「来年も是非実施して欲しい」等一

般の方々の反応も良かった。

２０１９年ワールドカップ、２０２０年オリンピッ

クに向け、さらに活動を盛り上げていきたい。
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（別紙様式１）

事業実績報告書（平成 27 年度）

団体名 くまわらべ親子リズムの会

１ 助成金名 「スタート助成金」

２ 事業名称 「親子リズムあそび」を通した子育てサポート事業

３ 交付決定助成金額
100,000 円

４ 助成事業に要した経費の額
173,218 円

５ 助成金要望額
83,000 円

６ 助成

事業の

成果

⑴ 助成事業の

目的達成度

計画通り、地元在住講師の下、のべ 3回の親子リズムあそびを行いま

した。斎藤公子の「リズムあそび」を初めて経験した親子も多く、知

ってもらうことができました。また、普段保育園などでリズムあそび

を行っていない親子がほとんどだったので、関心はありつつも機会の

なかった親子にとって、良い場になったと考えます。

⑵ 助成事業の

成果の現われ

度

①13 組 44 名②13 組 41 名③17 組 53 名の参加者があり、3回目にかけ

て増加しました。その内①2名②3名③6名は、保育士等子育てに関わ

る職業従事者で、研修の場としても機能したと考えます。

また、参加者のアンケートからは、繰り返しの参加により子どもの成

長を感じたという声も聞かれました。

⑶ 助成事業の

成果の具体的

内容

・①6月 21 日（奈良小）②11 月 3日（熊谷南小）③3月 6日（奈良小）

のべ 3回の親子リズムあそび開催（講師：永谷郁夫氏・涼子氏）

・リズムあそびについてのリーフレットを作成し、子育て支援施設等

に配布、周知に努めた

・リズムあそびの経験や講師による子育て講座を通して、子どもたち

に自ら考えさせ、行動させるという子育ての姿勢を学ぶ

７ 成果の自己評価

参加者の紹介により新規参加者が増えたこと（初回 13 組→第 3回目 17
組）・繰り返しの参加者がいたこと、保育士等子育てに関わる立場の参
加者が毎回数名いたこと等、事業開始前に期待していた事柄はおおむ
ね実現することができました。
アンケートからは、
＊「子どもに教えてやらせるのではなく、子どもが見て自分で考え

る力を育てる」という言葉がとても響きました。自然に身をまかせて
いれば、子どもは自由に考えて行動するのだと感じました。
＊1回目よりも 2回目、2回目よりも 3回目と子どもが成長している

のが感じられました。他の子どもにも自分から積極的に声をかけられ
るようになり、のびのび楽しくリズム遊びをしている姿に、参加して
本当によかったなと思いました。
等の声も聞かれ、リズムあそびを通して参加者に実感してもらいた

かった、子育てにおける「待つ」ことの大切さを、受け取ってもらう
ことができたと感じました。
また、市のお知らせメールや、市民活動団体情報などでも紹介してい
ただき、広く市民の皆さんの目に留めていただいたと思っています。

しかしながら、実際の参加者はやはり紹介によるものが圧倒的に多く、
広報の難しさを感じました。
また、参加費用が高めで、参加や知人への紹介を躊躇するという声も
ありましたが、参加人数が多すぎても動きにくいという講師のアドバ
イスもあるため、全体のバランスを見ながら今後検討していきたいと
思いました。
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（別紙様式１）

事業実績報告書（平成 27 年度）

団体名 熊谷星川「みんなの家」

１ 助成金名 ◯「スタート助成金」 「チャレンジ助成金」

２ 事業名称 「みんなの家」をより「みんなの家」にするはじめの一年間

３ 交付決定助成金額 100,000 円

４ 助成事業に要した経費の額
15,000 円

５ 助成金要望額 11,000 円

６ 助成

事業の

成果

⑴ 助成事業の

目的達成度

「世代をこえたまちなかの拠点づくり」という目

的でオープニングイベントを行いました。地域の生

活と文化を共有する拠点「みんなの家」の地盤を固

めることができました。

⑵ 助成事業の

成果の現われ

度

活動を通して、シニア、子育てママなど幅広い層

の人々が集まるようになり、幅広い交流が可能な「み

んなの家」にすることができました。

その広がりの中から、看護師が健康づくりの相談

にのる「健康カフェ」等の新たな試みも生まれてい

ます。

⑶ 助成事業の

成果の具体的

内容

７月７日開催のオープニングイベントは、「歌声あり

える」「バルーンアート」をゲストに、シニア層、子

育てママなど約 50 人を集めて行われ、多くの人でに

ぎわいました。

７ 成果の自己評価

子連れの若いママや車いすの障害者の方など、誰も

が気軽に寄ることができる自由度が高い拠点になっ

たと思います。今後も文化、芸術、食べ物や健康等

様々なテーマのイベントを開催し、交流の場を作っ

ていきます。また、イベント以外でも人々が集まっ

て、これからのくらしを考える場所づくりを目指し

ます。


